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？ダ不満足ナ人ガアルラ シ 4 。サリトアハ貰ニクルサキ事ノ観 E デア ｝~ 。ヨノ隊ナウルサ
f金ノ寄附ナドア才 fソレト受納シタ常任幹事ハチト失策デアル。
高ーェモ三宅教夜ニ倣ツテ今後A・B・C・D・E・F・H ・a・等ノ教授ガ各々令員テ寄附シ奨事責














1. アヴヱルチシ麻酔 岡山容大津国外科 三 木 良 定
自分等ハ局所麻酔テ主トシ， ソレニ時々脊髄麻酔，非常ニ稀ニ「エーテJレ」全身麻酔デ一
切ノ手術が滞リナク出来テ行ツア居Jレカラ，新タ ニ Avertin麻酔ナドテ研究シ様 トモ思ハ
ヌガ併シ何ンーモ試iヌヨリハヨ fデアロワ。 1930年ニ Kirschnerガ Avertinノ静脈内注e
入テヤツア居Jレガ，ソレハ日本デハ？ダヤラヌラシ4。従テ流行ハ調逸ニ比ペルト二，三
年後レルラシ f。賞ノ調逸デハ Avertin麻酔ハ本年ハ最早ャ下火ニナツテ居Jレヨシイ。日
本デハ Avertin ノ静脈内注入テ真似スJレ時代無シニスグ様下火ニナ ツテ， アト二， 三年
シタラバ此ノ麻酔テ顧tJレ者ガ無クナノレデアロクト思フ。 併 シー臆真似Jレノハ悪4事デハ










金潔皆大石川外科 窪 ? w ＂ニρ
662 日本外科賓画第九傘第三波
脊髄紳鰹，交感神経ノ他ェ．迷走神経テ切断スレバ，内臓／牽引テヤツテモ霊童三主主
ガナイカラ，逆ニ迷走神経ニハ痛費テ傍達ス Jレ繊維ガ、ア J•· ノダラクトイフ。寅験質物ハ犬
デアJレ。余欝ハ虫様突起炎ノ患者ニハ手術後ニ，盲腸部テ素引サレタ首時ノ感クテ聴fテ
見ルコトーシテヰJレ。浦カツタデスカトキクパ大抵ハE彦、ト符へJレガ少シク知識階級ノ人一







ト銘テ打ツア謹言スJレ段ニナ Jレト此ノ雨者テ混清スJレノハ・撃問的デハナ 10 















唯，新潟／唐津君ヵラ， 遺影脅1デ副血行／ 誼明サレタ時ハイイガ， 逝 ニ讃明サレヌ場合，
必ズシモ切断ノj菌感症デアJレトモ云へナ f，換言スルト血管；f君影ナ Jレモノハ診断治療上絶
針必要訣ク可カラザJレモノデハ無イト fフ討，；命ガアツタ ／ニ封シ，済総数授ガ出馬シテ『自
分等ハ毛細管7 デ撮影ス Jレコトガti'.来JレノダカラlirJ血行位ハ必ス..,1~11 ）レ，斯Jレ討論ハ技術カ、


































人ノ；寄在スJレテ知ツテ甚ダ情クナク思ツタ。コ ンナ模様デアルカ ラ勿論所謂「ア ンチクヰ


























北海道帝大 柳 批 一教授
敢年間／ ；業績テ系統附クテ，早瀬ノ水ノ流Jレルガ如キ快鰭デ約3時間ニ渉ツア漣ベラレ
タ。誠ニ謙遜ニシテ誇大ラシキモノ；無ク．聴者ニハ大＝愉快デアツタ。



































京府大墓月外科 木 口 直
コノ問題ハ血液貯蔵ニ閲 シテ我々 J考ヘア居タ事テ壌間的＝明ニシア央レタモノ デアJレ
此ノ際奥ノ席カラ聾jfアツア質問追加jf出九日ク「輸血ノ効力ハ何ェ依JレカJI-0 演者
666 日本外科資画第九谷第三最古
答へテ「ソ J勤ニ開スル詳シ 1＊ハ今研究中J~ 0 此鹿ニ於テ遁加氏更ニ目ク「輸血ノ効ク
ノハ輸入サレタ血液ガ造血器テ刺戟シテ血球ノ：新生テ促スカラダト思フ。自分モヨ乙 カ三






































48. 急性腹膜炎診断上｝1補動法＝就テ 京大外科 長 岡 浩
コレモ亦新シイ診断法デアル。尿ニ排地セラレノレ大腸・菌ニ注意テ向クタ事ハ面白イト思
フ。ーツノモノアアラユJレ方面カラ見Jレト i7 :·1·~ ハ誠ニ大切ナ事デア Jレ。コレニ遁加演説
テシ夕立林氏ハ，演説ニ首ツテ，外套片手デアツタガ，徐リナ不買面目ト云ハナクレパナ
ラナイ。






ハ虚脱肺ノ方へ進入スJレト fフ寅験結果テ示シタノハ興味多キモ Jデアツタ。 ~auerbruch 
1教室デ相嘗ニ勉強シテ日本ノi事者／力量テ示シテ師ツテ来タ事ニ針シテハ十分敬意テ掛
ハルベ・キデアJレ。
x x ××× 
X .X X × × 
ム事曾2日目モ追加討論カ、アツテ活気ニi前チアヰタ。タダ遁加者ガ聴衆ニ商テ背クテ演
目ノ方へ向4テ護言ス Jレノデ聴衆ニハソノ趣旨ガ徹底シナイ憾ガアツタ。今後ハ綿テ演壇
ニ起チ曾衆ノ；ケニ向ツテ琵言ス Jレ松ニシ度4モノ デアJレ。ソレ力ラ， j阜加ハ凡テ自己ノ寅
















ム餓兜子ノ領分デハ無4ガ， 3日目ノ，宿題措嘗者ニ封スJレ奨製資金授輿式ナ jレモ J程
滑稽ナ寄在ハ無4。授ナJレ曾長モ「Programm＝載ツテ居Jレカラ， コレカラ率行シマス」
























































670 日 木 外 科 資 画 第 九 理署 第 務
トシテ説カレタ。
何レエシテモ之等ノ賞験成績ニヨツテ「fレクス」ノ臨床ガ直接如何4フ影響テク クル




T決定シタ トコロデ．「4レクス」ハ早期ノ手術ニヨラス・シテハ救ヒ得 Jレ筈ハアル 7 1 0 高
々何等カノ：補助治療法ガ講ゼラレノレ位デアラク。「4レウス」ガ宿題トシテ課セラレル以土





























｜徐ニ於テ 4例，噴門街切除ニ於テ 8例，特護性食道蹟張:fit：ニ於ア 6 例ノ全治テ符， 1l~flj~問
幸世 築 671 






















ニ嘩へナ 4所デアJレ。吾々ハ紳聖ナ Jレ撃曾ノ嬬ーコレテ聞カナカツタコトニシタ 4ト思フ。
次ギニ演説ノ内容グアノレガ，昨年ノ肇曾ニ於アハ瀬尾数段ハ卒座開胸術ノ危険ト過座接








































Jレモノデアツテ，結局卒~開胸術テ讃美ス Jレモノニ外ナラナ 4 ノデアル。



























報告デハ4例カ 5例ニ温ギナカツタ。胸部食道癌切除十数例ニ封シテア 7 リー少4。食道








レヌ事モア Jレ..1ガ， 普遁ハソクシナ 4ノデアル。『噴門癌ハ食道外科ニ無閥係」ト云ハレ
タ先キノ言葉 ト考へ合セテ見レパ，岡敬段ハ胃鱒／比較的上部ニアJレ癌腫テ凡テ噴門痛ト
理解シテ居ラレJレノデハアル....＂ヵ。サスレパ無論貧道外科トハ無関係デアツテ ュ80%ノ













表ニヨレパ殆ンド全部ガ包埋法ニヨツテ行ツタト 4フ事ニナツテヰタ。 7 タ大ニ安心シタ
トハ何が鴻デアルカ一向ワカラヌノデアJレ。







ト f ツテモ此揚合ニ鵡シ得ナ f 事ハT~iカデアラヲガ，而モ同教授ハ「苦々ハ空腸痕ハック
ラナ f」I~云ハレルノデア Jレ。夏ニ此揚合心臓ハ宵ニヨツテ著シク座迫サレルト思フガ，
術後ノ電気心動闘デハ比較的ヨ ク恢復シテヰル様ニ見受ヲラレタ。色々考へテ見Jレト矢張
リ胸部食道癌ト 4フノハ気管分岐部ノモノ デハナク下部ノモノ ラシイ。
ソレエ同教授ノ｜副表ニハ気管＝分岐部アタリノ描腫切除テ目標トシタ様ナ｝｝I)J術式モ見ラ




















4) 倫術式トシテノ包塩法ニツイア一言 シタ f。此方法ニハ必然的ニ高度ノ狭窄テ残ス










































評者1人ノ感想デハナイ デアラ ワ。或ハ既ニ全部ガ衰弱強ク シテ何レモコレモ供覧シ得ナ






























ツキリ呑 t込メナ 4黙ガ多イ様ニ思ハレタ。過去グカ，現在グカ， A寄タ未来グカ，一向中IJ





×× x x × 





















人ニモ異議ハナイ デ．ア ラワ。ソレノ iデハナイ，従来共例テ見ずJレUnicumI食道筋腫別






シタ，ソレテ制シテ三宅名~＂~教授ガ鳥潟教授ト共ニ聴衆ノ中カラ起立シ開口曾長j車 f·J I ！努
ニ多J シ舎員テ代表シテ謝併テ注ぺJL ツ 日本外科.F~I.舎ノ ；寓歳ト開口曾長ノ高歳トテ唱へ曾衆























投票ーテ 4題 ノ内 3題ハ次ノ：如ク占拠定，
Chirurgie des glandes parathyroides (72票）
Chirurgie du sym戸 thiquelombair巴（60票）
Chirurgie du colon (Cancer‘excepte) (54票）
逼テ ComiteInternationalニ依リ決定サ レル筈。
第2宿題ハ日本ニ於ア始メ テ行ハ レ爾来多数ノ研究者ニ依リ頼多ナJレ業績方、震サ レアヰ
ルカラ，遁首「ナ代表者テ迭ツテ大ニ物ア言・ハナクテハナJレ7 -1 0 
議部喜右衛門教授渡欧
＊ル6月17日榊戸出帆ノ照園丸ニテ，内科ノ松尾巌教授同伴，海外視察ノ錦、渡敏ノ途ニツ








伯林大墜婦人科助手 Dr.K. Retzlaff氏ガ， 淋菌「コクチグン」 J効果ノ優秀ナルコト
テ1932年ノ Zentralblatt fir Gynakologie Nr. 1ニ鷲表シテ．共ノ別加テ烏潟教授へ鱈皇









Berlin. d. I 5・IV.193z. 
Hochverehrter Herr Professor ! 
Ich mochte Ihnen meinen besten Dank fir freundliche Ubcrsen<lung lhre昌
wertvo!Ien Werkes tiber”die Impedinerscheinung,, aussprecben. 
Das Studium lbres Werkes hat mich voJiends 泊berzcugt,dass wir bisher 
bei der Herstellung rnn Impfstoffen auf falschem Wege waren. Die Erfahr-
ungen, die ich bisher mit dem Gonokokkenkoktigen sammeln konnte, sin<l 
die denkbar besten. Dieser lmpfstoff ist der besten Autovaccine weit tiberlegen. 
Ich bin jetzt mit der Prtifung eines Coliimpfstoffes, der nach dense!ben Prinzi-
pien wie der neue Gonokokkenimpfstoff hergestellt ist, beschaftigt. 
Ich mochte Ihnen nochmals meinen besten Dank aussprechen. 
Mit vorz泊glicherHocbachtung 
Ihr ganz ergebener 
Konrad Retzla仔．
附記淋菌「コクチグン」ノ優秀ナコトテ認識シタ人ハ Retzlaff氏以前ニモ Wolffenstein
及ピ Pieper氏ガアル。 Pieper氏ハ1930年 Kopen hagenニ於ナ JI・第8四国際皮膚病， f撤毒
皐曾デモ淋菌「ヨクチゲン」カ・従来ノモノヨリモ無毒デ且ツ効果ノ優ツア居；iコトア報告シ
テ居Jレ。
雑 3事 681 
第34田近畿外科畢曾
昭和7年6月12日（臼曜日）午前10時ヨリ名古屋署科大撃岡書館棲上大講堂ニ於テ開催サル
、ニ付共演題申込ハ首番幹事名古屋市民病院外科伊藤肇博土宛5月31日迄ニ送附サレタキ
由。同製曾ニ於づけレ演説ノ抄録ハ遁テ本誌上ニ掲載ノ議定デアJレ。
謹弔次記二氏御逝去ノ報テ受ク。
吉富叉卒君五月四日
金量真夫君五月廿日
謹ンデ弔意ア表ス。
